
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（北アルプス地域） 

令和元年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 白馬婚活プロジェクト 

事業主体 

（連絡先） 

白馬商工会青年部 

(TEL：0261-72-5101  FAX:0261-72-6112) 

事業区分 ⑻その他地域の元気を生み出す地域づくりに関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 822,133円（うち支援金：477,000円） 

活動写真） 

①移住・定住促進 

②少子高齢化対策 

③地域活性化 

④白馬のアクティビティファン拡大 

※自己評価【C】 

【理由】 

 前回の反省点を活かした点や、参加者

の敷居を下げ、多くの参加者を集められ

た点は良かった。しかしながら、ゲレコ

ンがうまく開催できず、代替えの企画も

すぐには決まらず、実施ができなかった

点は残念であった。 

【第 3 回白馬コンサイクリング集合写真】 

 

 【目標・ねらい】 

 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目
毎に記載すること。 

第 3 回白馬コンサイクリングに関しては、県内外から 24 名の参

加者が集まった。参加者は女性の方が多くなったため、バランス

は悪くなったが、最終的に 2組のカップルが成立した。開催が白

馬五竜のサイクルフェスタの前日ということもあり、県外からの

参加者も増えた。クロスバイク経験者が 6 名、残り 18 名は未経

験者ということもあり、一般の方の参加がしやすい状況ができた。

事前の準備(プロ―フィールカードの導入)等により、正味の交流

時間を増やせた点や、カップリング終了後にも交流時間を取った

のでうまくいかなかった方も、他の方と交流できる時間をとれた。

今後に繋がる可能性も十分にあり得たように感じた。 

婚活イベントを実施。村内外の若者たちの交流を促進。

参加者に地域の特性を生かした、婚活支援を行い、白馬

の魅力の発信と移住・定住を促した。 

開催したイベントは以下の 2点。 

①第 3回白馬コンサイクリング 

 今回は、自転車初心者を中心に参加者を募り、ライド

に出る前の講習から始め、交流しやすい環境を重視し

た。あらかじめ、自己紹介等がスムーズになるようプロ

フィールカードを郵送し、記入して頂くなど効率を上げ

る努力を行った。 

②第 3回ゲレコン in白馬 

 参加者が集まらず、雪不足でありイベントを中止。 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 今後の活動に関しては、白馬村役場より共同での事業を相談されている。しかしながら、今年度は雪不足や新型コロナウイ

ルスといった諸事情から予算が厳しいものと思われるため、現段階では調整中である。 


